
392

第
十
一
節
　
　
下
絵
切
の
位
置

一

伝
藤
原
公
任
筆
下
絵
和
漢
朗
詠
集
切
（
以
下
、
下
絵
切
と
略
称
す
る
）
は
堀
部
正
二
編
著
『
校
異
和
漢
朗
詠
集
）
1
（

』
に
よ
る
と
「
も
と
巻
子
本
で
、

本
文
に
は
誤
脱
も
か
な
り
多
い
が
、
他
の
諸
本
に
比
し
て
著
し
く
異
な
つ
た
所
が
多
い
」
伝
本
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

同
氏
は
主
に
本
文
の
関
係
性
に
注
目
し
て
平
安
時
代
の
書
写
と
さ
れ
る
諸
伝
本
を
次
の
ご
と
く
分
類
し
た
）
2
（

。

⑴
御
物
伝
行
成
筆
粘
葉
装
本
の
系
統
に
近
き
も
の
…
…
粘
葉
本
・
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
・
伊
予
切

⑵
関
戸
家
蔵
伝
行
成
筆
本
（
源
兼
行
筆
）
の
系
統
に
近
き
も
の
…
…
雲
紙
本
・
関
戸
本
・
巻
子
本
・
葦
手
本

⑶
い
づ
れ
と
も
判
定
つ
か
ず
夫
々
に
特
異
の
本
文
を
有
し
て
雑
類
と
も
称
す
べ
き
も
の

ま
た
久
曽
神
昇
氏
は
主
に
形
態
的
な
面
か
ら
次
の
ご
と
く
大
別
し
た
）
3
（

。

甲
類
…
…
雲
紙
本
・
関
戸
本
・
巻
子
本
・
葦
手
本
（
雲
紙
本
・
関
戸
本
の
一
類
と
巻
子
本
・
葦
手
本
の
一
類
に
分
類
）

乙
類
…
…
粘
葉
本
・
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
・
伊
予
切

久
曽
神
氏
の
分
類
の
中
に
下
絵
切
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
堀
部
氏
は
、
下
絵
切
を
上
記
⑴
・
⑵
・
⑶
の
う
ち
の
「
⑶
い
づ
れ
と
も
判
定
つ
か

ず
夫
々
に
特
異
の
本
文
を
有
し
て
雑
類
と
も
称
す
べ
き
も
の
」
に
分
類
し
、
さ
ら
に
そ
の
⑶
に
つ
い
て
、「
下
絵
切
の
ご
と
く
遺
存
す
る
量
の
乏

し
き
為
本
文
系
統
の
想
定
し
得
な
い
も
の
」、「
⑴
・
⑵
両
者
の
特
徴
を
混
有
し
て
別
系
を
な
せ
る
類
」、「
⑴
・
⑵
に
対
し
別
系
を
な
す
に
や
と
思

し
き
も
の
」、「
⑴
・
⑵
と
も
相
異
し
寧
ろ
鎌
倉
時
代
書
写
に
な
る
嘉
暦
本
以
下
に
近
似
す
る
系
統
等
、
未
だ
全
形
を
知
り
得
ぬ
為
に
断
定
を
憚
る

の
類
を
凡
て
含
め
て
一
群
と
す
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
）
4
（

。

一
方
、
小
松
茂
美
氏
著
『
古
筆
学
大
成
』
に
よ
る
と
、
下
絵
切
は
「
近
代
に
入
っ
て
か
ら
、
そ
の
料
紙
の
特
徴
を
と
ら
え
て
」
命
名
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
ま
た
そ
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
は
「
十
二
世
紀
は
じ
め
」、「『
和
漢
朗
詠
集
』
の
成
立
後
、
ま
だ
八
十
年
に
も
満
た
な
い
」
頃
と
推
定
さ



393　 第三章　第十一節

れ
て
い
る
。
同
氏
は
書
写
内
容
に
お
け
る
下
絵
切
と
延
慶
二
年
書
写
本
（
以
下
、
延
慶
本
と
略
称
す
る
）・
伝
二
条
為
氏
筆
本
（
以
下
、
為
氏
本
と

略
称
す
る
）
と
の
同
文
箇
所
を
指
摘
さ
れ
、
下
絵
切
は
「
特
異
本
文
を
も
ち
な
が
ら
も
、『
菅
家
所
伝
本
』
に
密
接
な
一
本
と
推
知
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
）
5
（

。
し
か
し
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
事
例
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
書
写
と
さ
れ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
伝
本
に

お
い
て
下
絵
切
が
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
先
学
の
研
究
で
は
下
絵
切
の
実
態
に
つ
い
て
未

だ
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

著
者
は
、
前
掲
書
『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』・『
古
筆
学
大
成
』
に
未
所
収
の
若
干
の
資
料
）
6
（

を
調
査
し
得
た
こ
と
か
ら
、『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
伝
本
に

お
け
る
下
絵
切
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
本
節
で
は
そ
の
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。

以
下
挙
げ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
詩
歌
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。

下
絵
切
に
つ
い
て
調
査
し
得
た
箇
所
を
集
成
し
、
詩
歌
番
号
順
に
並
べ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
一
首
の
全
姿
を
著
者
が
確
認
し
得
な
か
っ

た
断
簡
に
つ
い
て
は
そ
の
番
号
を
括
弧
に
入
れ
て
示
す
）
7
（

）。
本
節
に
お
け
る
調
査
は
そ
の
範
囲
内
と
す
る
。

（
39
）・
40
・
42
・
85
・
86
・
118
・
131
・
132
・
137
〜
140
・
182
〜
（
184
）・
185
・
188
・
189
・
191
・
193
〜
（
198
）・
203
・
207
〜
（
211
）・
216
〜
220
・
227
〜

240
・
260
〜
262
・
274
〜
284
・
286
・
287
・
291
〜
294
・
301
〜
306
・
336
・
341
〜
（
343
）・
344
・
344
の
次
）
8
（

・
345
・
362
〜
369
・
373
〜
375
・
378
〜
380
・
387
〜
392
・

421
〜
423
・
429
・
443
〜
453
・
472
〜
474
・
484
〜
486
・
533
・
534
・
536
・
538
・
554
〜
564
・
593
・
594
・（
615
）
〜
617
・
653
〜
657

本
節
中
、挙
げ
る
平
安
時
代
の
書
写
と
さ
れ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』諸
伝
本
に
関
わ
る
事
例
の
概
要
は
次
頁
【
平
安
時
代
書
写
本
】
の
通
り
で
あ
る
。

掲
載
順
・
伝
本
名
（
略
称
・
略
号
、
除
く
）
は
『
古
筆
学
大
成
』
に
拠
る
。

ま
た
鎌
倉
時
代
以
降
の
書
写
と
さ
れ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
伝
本
（
以
下
、
後
代
の
書
写
本
と
略
称
す
る
）
に
つ
い
て
は
次
頁
掲
載
の
【
後
代
の

書
写
本
】
の
通
り
で
あ
る
。
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【
平
安
時
代
書
写
本
】

伝
本
名

略
称

略
号

伝
藤
原
行
成
筆
雲
紙
本
和
漢
朗
詠
集

雲
紙
本

雲

伝
藤
原
行
成
筆
関
戸
本
和
漢
朗
詠
集
切

関
戸
本

関

伝
藤
原
行
成
筆
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集

粘
葉
本

粘

伝
藤
原
行
成
筆
近
衛
本
和
漢
朗
詠
集

近

伝
藤
原
行
成
筆
法
輪
寺
切
本
和
漢
朗
詠
集

法

伝
藤
原
行
成
筆
伊
予
切
本
和
漢
朗
詠
集

伊
予
切

伊

伝
藤
原
行
成
筆
久
松
切
本
和
漢
朗
詠
集

久
松
切

久

伝
藤
原
行
成
筆
安
宅
切
本
和
漢
朗
詠
集

安
宅
切

伝
藤
原
行
成
筆
金
銀
砂
子
切
本
和
漢
朗
詠
集

行
金

伝
藤
原
公
任
筆
唐
紙
本
和
漢
朗
詠
集
切

唐
紙
切

唐
2

伝
藤
原
公
任
筆
巻
子
本
和
漢
朗
詠
集

巻
子
本

巻

伝
藤
原
公
任
筆
太
田
切
本
和
漢
朗
詠
集

太

伝
藤
原
公
任
筆
益
田
切
本
和
漢
朗
詠
集

益
田
本

伝
藤
原
公
任
筆
大
内
切
本
和
漢
朗
詠
集

大
内
切

大
内

伝
藤
原
公
任
筆
下
絵
和
漢
朗
詠
集
切

下
絵
切

下

伝
藤
原
公
任
筆
散
書
和
漢
朗
詠
集
切

散

伝
藤
原
定
頼
筆
山
城
切
本
和
漢
朗
詠
集

山
城
切

山

藤
原
基
俊
筆
多
賀
切
本
和
漢
朗
詠
集

多

藤
原
定
信
筆
戊
辰
切
本
和
漢
朗
詠
集
切（
巻
下
）
戊
辰
切

戊

藤
原
伊
行
筆
戊
辰
切
本
和
漢
朗
詠
集
切（
巻
上
）
戊
辰
切

戊

藤
原
伊
行
筆
葦
手
下
絵
和
漢
朗
詠
集

葦
手
本

葦

【
後
代
の
書
写
本
】

伝
本
名

略
称

略
号

尊
経
閣
文
庫
蔵
伝
寂
然
法
師
筆
本

尊
経
閣
文
庫
蔵
伝
二
条
為
氏
筆
本

為
氏
本

為

伝
世
尊
寺
行
能
筆
墨
流
本

専
修
大
学
図
書
館
蔵
高
辻
長
成
筆
本

専
修
本

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本

冷
泉
本

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
延
慶
本

延
慶
本

延

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
弘
安
本

弘
安
本

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
嘉
暦
本

嘉
暦
本

阪
本
龍
門
文
庫
蔵
本

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
貞
和
本

貞
和
本

逸
翁
美
術
館
蔵
伝
藤
原
行
成
筆
本

逸
翁
美
術
館
蔵
伝
藤
原
伊
房
筆
本

伊
房
本

逸
翁
美
術
館
蔵
伝
世
尊
寺
行
能
筆
本

行
能
本

逸
翁
美
術
館
蔵
伝
二
条
為
親
筆
本

為
親
本

今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
伝
寂
蓮
筆
本

今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
伝
久
我
長
通
筆
本

今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
伝
紹
巴
筆
本

紹
巴
本

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
伝
兼
好
筆
本

兼
好
本

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
覚
恕
親
王
筆
本

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵
本

国
立
国
会
図
書
館
蔵
菅
原
長
親
書
入
本

国
会
本

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（503.167

）

宮
内
本
Ⅰ

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（503.1

） 

宮
内
本
Ⅱ

陽
明
文
庫
蔵
伝
浄
弁
筆
本

浄
弁
本

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
伝
二
条
為
重
筆
本

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
山
崎
宗
鑑
筆
本

宗
鑑
本

某
氏
蔵
正
安
二
年
奥
書
本

正
安
本
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二

ま
ず
詩
歌
句
の
有
無
・
排
列
に
関
す
る
調
査
・
考
察
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。

詩
歌
句
の
有
無
・
排
列
に
お
い
て
諸
伝
本
間
に
異
同
が
あ
る
箇
所
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
伝
本
一
本
の
み
が
他
本
と
異
な
る
の
は
、
誤
写
、
ま

た
は
後
人
の
追
補
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
。
以
下
、
下
絵
切
と
諸
伝
本
と
の
関
係
を
探
り
た
く
、
い
ず
れ
か
一
本
の
み
が
他
本
と
異
な
る
場
合
を

除
く
と
【
詩
歌
句
の
有
無
】・【
詩
歌
句
の
排
列
】
に
つ
い
て
、
諸
伝
本
間
に
は
次
の
よ
う
な
異
同
が
確
認
さ
れ
る
。

【
詩
歌
句
の
有
無
】
の
項
目
で
は
詩
歌
番
号
と
と
も
に
当
該
詩
歌
句
を
挙
げ
、
諸
伝
本
に
お
け
る
そ
の
有
無
の
区
別
を
示
す
。
そ
の
次
に
挙
げ

る
【
詩
歌
句
の
排
列
】
の
項
目
で
は
排
列
上
の
異
同
を
主
に
詩
歌
番
号
で
示
す
。

【
詩
歌
句
の
有
無
】

①
42
「
礙
石
遅
来
心
竊
待　

牽
流
遄
過
手
先
遮
）
9
（

」

雲
紙
本
・
関
戸
本
に
無
い
が
、
そ
の
他
の
伝
本
に
は
あ
る
）
10
（

。

②
182
の
次
「
去
歳
今
年
不
変
何　

郭
公
暁
枕
駐
声
過
」

専
修
本
・
延
慶
本
・
嘉
暦
本
・
貞
和
本
・
伊
房
本
・
行
能
本
・
国
会
本
・
正
安
本
に
は
あ
る
が
、
そ
の
他
の
伝
本
に
は
無
い
。

③
207
の
次
「
秋
の
夜
を
あ
か
し
か
ね
つ
ゝ
な
く
む
し
は
し
の
ひ
に
も
の
や
お
も
は
さ
る
ら
む
」

為
親
本
・
兼
好
本
に
あ
る
が
、
そ
の
他
の
伝
本
に
は
無
い
。

④
344
の
次
「
誰
家
思
婦
擣
秋
帛　

月
苦
風
凄
砧
杵
怨
」

下
絵
切
・
専
修
本
・
国
会
本
・
正
安
本
に
あ
る
が
、
そ
の
他
の
伝
本
に
は
無
い
。

⑤
380
「
班
女
閨
中
秋
扇
色　

楚
王
台
上
夜
琴
声
」

雲
紙
本
・
関
戸
本
に
無
い
が
、
そ
の
他
の
伝
本
に
は
あ
る
。

⑥
422
の
次
「
琴
商
改
曲
吹
煙
後　

蕭
瑟
催
心
学
雨
辰
」
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益
田
本
・
山
城
切
・
為
氏
本
・
専
修
本
・
冷
泉
本
・
延
慶
本
・
嘉
暦
本
・
貞
和
本
・
紹
巴
本
・
国
会
本
・
浄
弁
本
・
宗
鑑
本
に
は
あ
る
が
、
そ

の
他
の
伝
本
に
は
無
い
。

⑦
449
「
飢
鼯
性
躁
悤
々
乳　

老
鶴
心
閑
緩
々
眠
」

雲
紙
本
・
関
戸
本
に
無
い
が
、
そ
の
他
の
伝
本
に
は
あ
る
。

⑧
534
「
孤
花
裹
露
啼
残
粉　

暮
鳥
栖
風
守
癈
籬
」

雲
紙
本
・
関
戸
本
・
戊
辰
切
・
葦
手
本
に
無
い
が
、
そ
の
他
の
伝
本
に
は
あ
る
。

⑨
535
「
荒
籬
見
露
秋
蘭
泣　

深
洞
聞
風
老
檜
悲
」

雲
紙
本
・
巻
子
本
・
下
絵
切
に
無
い
が
、
そ
の
他
の
伝
本
に
は
あ
る
。

⑩
564
「
山
さ
と
は
ふ
ゆ
こ
そ
あ
は
れ
ま
さ
り
け
り
ひ
と
め
も
く
さ
も
か
れ
ぬ
と
お
も
へ
は
」

雲
紙
本
・
関
戸
本
に
無
い
が
、
そ
の
他
の
伝
本
に
は
あ
る
。

⑪
617
「
人
間
栄
耀
因
縁
浅　

林
下
幽
閑
気
味
深
」

安
宅
切
・
巻
子
本
に
無
い
が
、
そ
の
他
の
伝
本
に
は
あ
る
。

【
詩
歌
句
の
排
列
】

⑴
巻
上
・
春
部
巻
末
部
分
の
排
列
に
つ
い
て
、「
落
花
」・「
藤
」・「
躑
躅
」・「
款
冬
」
の
順
（
132
〜
143
）
で
あ
る
伝
本
は
粘
葉
本
・
伊
予
切
の
み
で

あ
る
。
下
絵
切
は
「
落
花
」・「
躑
躅
」・「
款
冬
」
の
順
（
132
・
137
・
138
／
）
11
（

139
・
140
）
で
あ
り
、
唐
紙
切
は
「
款
冬
」・「
藤
」
の
順
（
143
・
133
〜
136
）

で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
断
簡
等
を
除
く
と
そ
の
他
の
伝
本
は
「
落
花
」・「
躑
躅
」・「
款
冬
」・「
藤
」
の
順
（
132
・
137
〜
143
・
133
〜
136
）
で
あ
る
。

⑵
紹
巴
本
・
兼
好
本
が
198
・
197
の
順
で
あ
る
の
に
対
し
て
そ
の
他
の
伝
本
は
197
・
198
の
順
で
あ
る
。

⑶
延
慶
本
・
弘
安
本
・
兼
好
本
・
宮
内
本
Ⅱ
・
宗
鑑
本
が
294
・
293
の
順
で
あ
る
の
に
対
し
て
そ
の
他
の
伝
本
は
293
・
294
の
順
で
あ
る
。

⑷
粘
葉
本
・
近
衛
本
・
伊
予
切
・
久
松
切
・
山
城
切
、
及
び
後
代
の
書
写
本
（
一
五
本
）
で
は
533
・
534
・
535
・
536
の
順
で
あ
る
が
、
雲
紙
本
は
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533
・
536
の
順
で
あ
り
、
534
・
535
が
無
い
。
巻
子
本
・
下
絵
切
は
535
が
無
く
、
533
・
534
・
536
の
順
で
あ
り
、
関
戸
本
・
戊
辰
切
・
葦
手
本
は
534
が

無
く
、
533
・
535
・
536
の
順
で
あ
る
。
後
代
の
書
写
本
に
は
、
533
・
535
・
534
・
536
の
順
の
も
の
も
あ
り
、
ま
た
533
・
534
・
536
・
535
の
順
の
も
の
も

あ
る
。

以
上
挙
げ
た
事
例
の
う
ち
、
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
【
詩
歌
句
の
有
無
】
に
お
け
る
④
の
事
例
（
344
の
次
）
で
あ
る
。
当
該
句
は
、
平
安
時
代
書
写

本
の
う
ち
、
下
絵
切
に
の
み
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
著
者
の
知
る
限
り
で
は
先
学
の
研
究
に
お
い
て
未
だ
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
な
い
）
12
（

。
山

田
孝
雄
氏
の
ご
指
摘
の
通
り
、
当
該
句
は
「
後
人
の
加
筆
」
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、「
尊
圓
親
王
以
後
の
し
わ
ざ
な
る
べ
き
な
り
）
13
（

」
と
さ
れ
た
山

田
氏
の
ご
指
摘
に
つ
い
て
は
、（
当
該
句
が
下
絵
切
に
存
し
て
い
る
た
め
）
訂
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

下
絵
切
で
は
、当
該
句
「
誰
家
思
婦
擣
秋
帛　

月
苦
風
凄
砧
杵
怨
」
に
続
け
て
345
「
八
月
九
月
正
長
夜　

千
声
万
歳
無
止
時
」
が
書
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
『
白
氏
文
集
』
巻
十
九
「
聞
夜
砧
）
14
（

」
を
典
拠
と
す
る
。
典
拠
に
お
け
る
そ
の
両
句
の
順
序
は
下
絵
切
と
同
じ
で
あ
る
が
、
専
修
本
・
国

会
本
・
正
安
本
で
は
そ
の
順
序
が
下
絵
切
と
は
異
な
る
）
15
（

。
既
述
し
た
通
り
、
小
松
茂
美
氏
に
よ
り
下
絵
切
と
為
氏
本
・
延
慶
本
と
の
共
通
性
が

指
摘
さ
れ
た
が
、
為
氏
本
・
延
慶
本
は
当
該
句
を
有
し
て
い
な
い
）
16
（

。

ま
た
為
氏
本
・
延
慶
本
は
前
掲
【
詩
歌
句
の
有
無
】
の
う
ち
の
⑥
（
422
の
次
に
位
置
す
る
句
）
を
有
す
る
が
、
今
回
、
調
査
し
得
た
下
絵
切
の
断

簡
（
421
〜
423
）
の
中
に
そ
の
句
は
存
し
な
い
。
ま
た
、
⑨
（
535
）
も
下
絵
切
に
は
見
出
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
当
該
句
は
雲
紙
本
・
巻
子
本
に
も
無

い
。雲

紙
本
・
巻
子
本
は
既
述
し
た
通
り
、
堀
部
氏
⑵
・
久
曽
神
氏
甲
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
本
事
例
か
ら
あ
る
い
は
下
絵
切
も
雲
紙
本
と
同

類
で
あ
ろ
う
か
と
想
像
さ
れ
る
。
前
掲
【
詩
歌
句
の
排
列
】
⑴
に
挙
げ
た
排
列
の
み
な
ら
ず
、【
詩
歌
句
の
有
無
】
⑨
の
事
象
か
ら
も
そ
の
よ
う
に

推
測
す
る
。

十
一
世
紀
中
葉
の
書
写
と
さ
れ
る
雲
紙
本
・
関
戸
本
（
以
下
、
雲
紙
本
類
と
呼
称
す
る
）
と
粘
葉
本
・
伊
予
切
（
以
下
、
粘
葉
本
類
と
呼
称
す
る
）

と
の
違
い
の
う
ち
、顕
著
で
あ
る
の
は
、前
掲
【
詩
歌
句
の
排
列
】
⑴
に
見
ら
れ
る
巻
上
、春
部
巻
末
の
三
詩
歌
群
の
排
列
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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そ
の
排
列
に
つ
い
て
、
先
学
の
所
説
の
中
の
、
堀
部
氏
⑵
・
久
曽
神
氏
甲
類
（
雲
紙
本
類
）
は
「
躑
躅
」・「
款
冬
」・「
藤
」
で
あ
り
、
堀
部
氏
⑴
・

久
曽
神
氏
乙
類
（
粘
葉
本
類
）
は
「
藤
」・「
躑
躅
」・「
款
冬
」
で
あ
る
。

下
絵
切
の
同
一
断
簡
内
に
「
落
花
」
の
次
に
「
躑
躅
」
が
あ
り
、
ま
た
「
躑
躅
」
の
次
に
「
款
冬
」
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
下
絵

切
は
当
該
箇
所
に
つ
い
て
雲
紙
本
類
と
同
排
列
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
以
上
挙
げ
た
事
例
の
み
で
は
下
絵
切
が
雲

紙
本
類
の
系
譜
上
に
位
置
す
る
伝
本
で
あ
る
と
は
判
断
し
得
ず
、
個
々
の
本
文
の
調
査
も
行
う
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
前
掲
【
詩
歌
句
の
有
無
】
①
・
⑤
・
⑦
・
⑩
に
挙
げ
た
詩
歌
句
は
雲
紙
本
・
関
戸
本
に
の
み
存
し
な
い
。
既
に
本
書
中
、
指
摘
し
た
通
り
）
17
（

、

平
安
時
代
の
書
写
と
さ
れ
る
諸
伝
本
に
お
い
て
、
雲
紙
本
・
関
戸
本
の
二
本
に
の
み
存
し
な
い
の
は
一
〇
首
に
上
り
、
当
該
句
（
四
首
）
は
そ
こ

に
含
ま
れ
る
。
そ
の
四
首
を
持
た
な
い
伝
本
に
つ
い
て
、
平
安
時
代
の
書
写
本
の
み
な
ら
ず
、
後
代
の
書
写
本
に
お
い
て
も
雲
紙
本
類
の
他
に
は

見
当
た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

三

本
項
で
は
個
々
の
本
文
に
つ
い
て
述
べ
る
。

下
絵
切
と
諸
伝
本
と
の
本
文
関
係
を
み
る
た
め
に
、
和
歌
は
一
句
、
漢
詩
は
一
文
字
を
単
位
と
し
て
異
同
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
異
体
字
・

略
字
、
及
び
漢
字
と
仮
名
と
の
違
い
、
仮
名
遣
い
の
違
い
に
つ
い
て
は
実
質
的
異
同
と
同
レ
ベ
ル
で
は
扱
え
な
い
た
め
、
異
同
と
は
見
做
さ
な
い

（
例
え
ば
219
「
あ
ひ
見
る
」
と
「
あ
い
み
る
」
は
異
同
と
は
見
做
さ
な
い
）
こ
と
と
し
た
。
後
人
に
よ
る
改
竄
か
と
思
し
き
文
字
、
剥
落
等
の
た
め

判
読
不
可
能
な
文
字
）
18
（

、
同
筆
と
認
め
ら
れ
な
い
文
字
等
に
つ
い
て
も
原
則
、
異
同
判
定
の
際
、
そ
の
対
象
か
ら
外
し
た
。

下
絵
切
に
つ
い
て
、
堀
部
正
二
氏
に
よ
り
「
本
文
に
は
誤
脱
も
か
な
り
多
い
が
、
他
の
諸
本
に
比
し
て
著
し
く
異
つ
た
所
が
多
い
）
19
（

」
と
の
指
摘

が
な
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
事
例
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
堀
部
氏
の
そ
の
指
摘
は
以
下
の
ご
と
き
本
文
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
86
「
花
か
そ

み
る
」、
137
「
自
」、
194
「
泰
」、
203
「
ま
か
す
る
あ
ぶ
き
の
」、
216
「
去
夜
衣
」、
228
「
い
は
ね
の
ゝ
へ
の
」、
229
「
は
な
の
し
た
つ
ゆ
」、
274
「
以
」、
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280
「
あ
や
な
く
あ
やタ

の
」、
294
「
お
も
ひ
け
も
」。
こ
の
よ
う
な
事
例
が
脱
字
・
衍
字
も
含
め
、
下
絵
切
に
は
少
な
か
ら
ず
確
認
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
雲
紙
本
類
と
粘
葉
本
類
と
が
対
立
関
係
に
あ
る
場
合
、下
絵
切
に
は
雲
紙
本
類
と
粘
葉
本
類
の
本
文
の
混
在
が
確
認
さ
れ
る
。
以
下
、

そ
の
事
例
を
挙
げ
る
。

ま
ず
下
絵
切
と
雲
紙
本
類
と
の
同
文
箇
所
に
つ
い
て
で
あ
る
。
下
絵
切
の
詩
歌
句
を
挙
げ
、
当
該
箇
所
に
傍
線
を
付
し
、
諸
伝
本
間
に
お
け
る

異
同
を
載
せ
る
。
当
該
本
文
を
有
す
る
平
安
時
代
書
写
本
の
略
号
を
括
弧
内
に
示
し
、
各
事
項
の
末
尾
に
は
当
該
箇
所
に
関
す
る
他
文
献
の
本
文

を
載
せ
る
（
他
文
献
の
漢
字
と
仮
名
と
の
違
い
、
仮
名
遣
い
の
違
い
等
に
つ
い
て
も
よ
み
方
に
相
違
が
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
原
則
、
異
同

と
は
見
做
さ
ず
に
表
記
す
る
）。

①
137
晩
蘂
尚
開
紅
躑
躅　

秋
房
始
結
自
芙
蓉
（
下
）

〈
同
〉
始
（
雲
・
関
）

〈
異
〉
初
（
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

＊
『
白
氏
文
集
』
巻
十
六
、「
初
」。

②
227
俗
恭゙
漸
忘
浮
花
味　

楚
練
新
）
20
（

擣
伝
声
（
下
）

〈
同
〉
俗
（
雲
）
21
（

・
関
・
巻
・
葦
）

〈
異
〉
蜀
（
粘
・
伊
・
久
・
山
・
戊
）

＊
『
私
注
）
22
（

』、「
蜀
」。

③
276
文
峰
案
轡
白
駒
影　

詞
海
艤
舟
紅
葉
声
（
下
）

〈
同
〉
影
（
雲
・
関
・
山
・
戊
）

〈
異
〉
景
（
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
多
・
葦
）

＊
『
私
注
』、「
景
」。
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④
364
此
火
応
鑽
花
樹
把　

対
来
終
日゙
有
春
情
（
下
）

〈
同
〉
日
（
雲
・
関
・
久
・
葦
）

〈
異
〉
夜
（
粘
・
伊
・
巻
・
戊
）

日夜
（
山
）

＊
『
私
注
』、「
夜
」。

⑤
536
向
晩
簾
頭
生
白
露　

終
霄
床
底
見
青
天
（
下
）

〈
同
〉
晩
（
雲
・
関
・
巻
・
太
・
山
・
戊
）

〈
異
〉
暁
（
粘
・
近
・
法
・
伊
・
久
・
葦
）

＊
『
私
注
』、「
晩
」。

⑥
538
き
み
な
く
て
け
ふ
り
た
え
た
る
し
ほ
か
ま
の
う
ら
さ
ひ
し
く
も
み
え
わ
た
る
か
な
（
下
）

〈
同
〉
み
え
わ
た
る
か
な
（
雲
・
関
・
巻
・
太
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

〈
異
〉
な
り
に
け
る
か
な
（
粘
・
近
・
法
・
伊
・
久
）

＊
『
古
今
集
』
巻
十
六
）
23
（

・『
貫
之
集
』
Ⅰ
・『
古
今
六
帖
』
第
四
）
24
（

・『
三
十
六
人
撰
』、「
見
え
渡
る
か
な
）
25
（

」。

⑦
554
遺
愛
寺
鐘
敧
枕
聴　

香
鑪
峯
雪
撥
簾
発
）
26
（

（
下
）

〈
同
〉
撥
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

〈
異
〉
巻
（
粘
・
近
・
伊
）

＊
『
白
氏
文
集
』
巻
十
六
、「
撥
」。

①
〜
⑦
の
う
ち
の
⑦
の
当
該
箇
所
に
は
粘
葉
本
類
の
本
文
の
特
異
性
）
27
（

が
窺
わ
れ
る
が
、
①
・
④
・
⑤
の
下
絵
切
・
雲
紙
本
類
の
本
文
は
文
意

か
ら
誤
写
に
よ
る
本
文
か
と
思
わ
れ
る
。
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次
に
下
絵
切
と
粘
葉
本
類
と
の
同
文
箇
所
を
挙
げ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
前
項
同
様
の
記
載
内
容
、
方
法
に
よ
り
事
例
を
挙
げ
る
。

⑴
85
さ
く
か
り
あ
め
は
ふ
り
き
ぬ
お
な
し
く
は
ぬ
る
と
も
は
な
の
か
け
に
か
く
れ
む
（
下
）

〈
同
〉
ぬ
る
と
も
は
な
の
（
粘
・
伊
・
久
・
行
金
・
巻
・
大
内
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

〈
異
〉
も
る
と
も
は
な
の
（
雲
・
関
）

＊
『
拾
遺
抄
』
巻
一
・『
拾
遺
集
』
巻
一
・『
古
今
六
帖
』
第
一
、「
ぬ
る
と
も
花
の
」。

⑵
86
あ
を
や
き
の
え
た
に
か
ゝ
れ
る
は
る
さ
め
は
い
と
も
て
ぬ
け
る
花
か
そ
み
る
（
下
）

〈
同
〉
は
る
さ
め
は
（
粘
・
伊
・
久
・
行
金
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

〈
異
〉
は
る
さ
め
を
（
雲
・
関
・
巻
）

＊
『
古
今
六
帖
』
第
六
、「
は
る
雨
を
」。『
伊
勢
集
』
Ⅰ
、「
春
さ
め
を
」。『
伊
勢
集
』
Ⅱ
・
Ⅲ
、「
春
雨
は
」。

⑶
118
欲
謂
之
水　

■
則
漢
女
施
粉
之
鏡
清
瑩　

欲
謂
之
花　

亦
蜀
人
濯
文
錦
粲
爛
（
下
）

〈
同
〉
濯
（
粘
・
伊
・
巻
・
戊
・
葦
）

〈
異
〉
洗
（
雲
・
関
・
久
・
山
）

＊
『
本
朝
文
粋
』
十
、「
濯
）
28
（

」。

⑷
194
鳥
下
緑
蕪
泰
苑
寂　

蟬
鳴
黄
葉
漢
宮
秋
（
下
）

〈
同
〉
寂
（
粘
・
伊
・
久
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

〈
異
〉
夕
（
雲
・
関
）

静
（
巻
）

＊
『
全
唐
詩
』
巻
二
十
、「
夕
）
29
（

」。

⑸
196
歳
去
歳
来
聴
不
変　

莫
言
秋
後
送
為
寒
）
30
（

（
下
）
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〈
同
〉
歳
（
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
多
・
戊
・
葦
）　

〈
異
〉
年
（
雲
・
関
・
山
）

＊
『
私
注
』、「
歳
」。

⑹
260
よ
に
ふ
れ
は
も
の
お
も
ふ
と
し
も
な
け
れ
と
も
つ
き
に
い
く
た
ひ
な
か
め
し
つ
ら
ん
（
下
）

〈
同
〉
つ
き
に
い
く
た
ひ
（
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
散
・
多
・
戊
）

〈
異
〉
い
く
た
ひ
つ
き
に
（
雲
・
関
・
唐
2
・
山
・
葦
）

＊
『
拾
遺
抄
』
巻
十
・『
拾
遺
集
』
巻
八
、「
月
に
い
く
た
ひ
」。

⑺
280
を
み
な
へ
し
お
ほ
か
る
の
へ
に
や
と
り
せ
は
あ
や
な
く
あ
やタ

の
な
を
や
た
つチ

ナ

ム

へ
き
（
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛
゛
゛

〈
同
〉
な
を
や
た
つ
へ
き
（
粘
・
伊
・
久
・
多
・
戊
・
葦
）

〈
異
〉
な
を
や
た
ち
な
む
（
雲
・
関
・
巻
・
山
）

＊
『
古
今
集
』
巻
四
・『
古
今
六
帖
』
第
六
、「
名
を
や
た
ち
な
む
」。

⑻
302
黄
絞
纈
林
寒
有
葉　

碧
瑠
璃
水
浄
無
風
（
下
）

〈
同
〉
風
（
粘
・
伊
）
31
（

・
久
・
巻
・
葦
）

〈
異
〉
塵
（
雲
）
32
（

・
関
・
山
・
戊
）

＊
『
白
氏
文
集
』
巻
二
十
四
、「
風
」。

⑼
342
雖
愁
夕
霧
埋
人
枕　

猶
愛
朝
雲
出
馬
鞍
（
下
）

〈
同
〉
愁
（
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

〈
異
〉
然
（
雲
・
関
）

＊
『
私
注
』、「
愁
」。
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⑽
366
う
つ
み
ひ
の
し
た
に
こ
か
れ
し
と
き
よ
り
も
か
く
に
く
ま
る
ゝ
を
り
そ
わ
ひ
し
き
（
下
）

〈
同
〉
を
り
そ
わ
ひ
し
き
（
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
戊
・
葦
）

〈
異
〉
を
り
そ
か
な
し
き
（
雲
・
関
・
山
）

＊
出
典
未
詳

⑴
〜
⑽
の
う
ち
の
⑴
・
⑼
は
雲
紙
本
・
関
戸
本
の
誤
写
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
⑸
・
⑻
も
下
絵
切
の
本
文
が
本
来
の
姿
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

ま
た
⑷
・
⑺
の
下
絵
切
の
当
該
箇
所
に
つ
い
て
は
、
粘
葉
本
類
と
の
一
致
が
注
目
さ
れ
る
。

一
方
、「
雲
紙
本
類
と
粘
葉
本
類
と
が
同
文
で
あ
り
、
そ
の
本
文
が
下
絵
切
と
異
な
る
場
合
」
も
あ
る
。
そ
こ
で
は
下
絵
切
と
十
二
世
紀
の
書

写
と
さ
れ
て
い
る
伝
本
（
久
松
切
・
巻
子
本
・
山
城
切
・
戊
辰
切
・
葦
手
本
等
）
と
の
一
致
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
そ
の
中
に
は
後
代
の
書
写
本
と

の
一
致
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
そ
の
事
例
を
挙
げ
る
。

ま
ず
下
絵
切
の
詩
歌
句
を
挙
げ
、
当
該
箇
所
に
傍
線
を
付
し
、
諸
伝
本
間
に
お
け
る
異
同
を
載
せ
る
。
当
該
本
文
を
有
す
る
平
安
時
代
書
写
本

の
略
号
を
括
弧
内
に
示
す
。
伝
本
名
の
記
載
は
平
安
時
代
書
写
本
の
み
と
し
、
後
代
の
書
写
本
に
つ
い
て
は
平
安
時
代
書
写
本
と
同
文
で
あ
れ
ば

略
号
の
下
に
「
／
」
を
付
し
、
当
該
本
文
を
有
す
る
伝
本
の
数
を
記
す
。
平
安
時
代
書
写
本
と
の
間
に
異
同
が
あ
る
場
合
は
当
該
本
文
を
記
し
、

括
弧
内
に
当
該
本
文
を
有
す
る
後
代
の
書
写
本
の
数
を
記
す
が
、
伝
本
に
よ
っ
て
は
当
該
詩
歌
句
が
存
在
し
な
い
場
合
も
あ
る
。

①
（
39
）
翫
風
流　

蓋
志
之
所
之　

謹
献
小
序
云
尓
（
下
）

〈
同
〉
献
（
戊
・
葦
／
18
）

〈
異
〉
上
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
山
／
8
）
―
上献
（
1
）

＊
『
菅
家
文
草
』
巻
五
、「
上
）
33
（

」。

②
183
さ
つ
き
や
み
お
ほ
つ
か
な
き
に
ぼ
゛
゛
゛
゛

と
ゝ
き
に
ほ
と
ゝ
き
す
な
く
な
る
こ
ゑ
の
い
と
ゝ
は
る
け
き
（
下
）

〈
同
〉
い
と
ゝ
は
る
け
き
（
戊
／
23
）



404

〈
異
〉
い
と
ゝ
は
る
け
さ
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
山
・
葦
／
2
）

＊
『
万
葉
集
』
巻
十
、「
お
と
の
は
る
け
さ
」。

③
197
な
つ
や
ま
の
み
ね
の
こ
す
ゑ
の
た
か
け
れ
は
そ
ら
に
そ
せ
み
の
こ
ゑ
は
き
こ
ゆ
る
（
下
）

〈
同
〉
み
ね
の
こ
す
ゑ
の
（
巻
・
山
・
多
・
戊
／
26
）

〈
異
〉
み
ね
の
こ
す
ゑ
し
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
葦
）

＊
出
典
未
詳

④
219
ひ
と
ゝ
せ
に
ひ
と
よ
と
お
も
へ
と
た
な
は
な
た
の
あ
ひ
み
るム

あ
き
の
か
き
り
な
き
か
な
（
下
）

〈
同
〉
あ
ひ
み
るむ

あ
き
の
（
1
）

あ
ひ
み
る
あ
き
の
（
久
・
戊
・
葦
／
14
）

〈
異
〉
あ
ひ
み
む
あ
き
の
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
巻
・
山
・
多
／
8
）
―
あ
ひ
み
む
こ
と
の
（
2
）
―
あ
ひ
見
る
秋
は
（
1
）

＊
『
拾
遺
集
』
巻
三
・『
貫
之
集
』
I
、「
あ
ひ
見
む
秋
の
」。『
古
今
六
帖
』
第
一
、「
あ
ひ
見
る
秋
の
」。

⑤
238
あ
し
ひ
き
の
や
ま
と
り
の
を
の
し
た
り
を
の
な
か

く
し
ぎ
よ
を
わ゙
が
ひ
と
り
〇カモ
ぬ
る
（
下
）

〈
同
〉
な
か

く
し
き
よ
を
（
山
／
13
）

〈
異
〉
な
か
な
か
し
よ
を
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
大
内
・
多
・
葦
／
10
）

―
な
か

く
し
き
よ
（
戊
）
―
な
か

く
し
■
を
（
1
）
―
な
か

く
し
よ
ひ
を
（
1
）
―
な
か

く
し
よ
も
（
1
）

＊
『
万
葉
集
』
巻
十
・『
拾
遺
集
』
巻
十
三
・『
古
今
六
帖
』
第
二
・『
人
麿
集
』
Ⅰ
・
Ⅱ
、「
長
々
し
夜
を
」。

⑥
294
あ
さ
か
ほ
を
な
に
は
か
な
し
と
お
も
ひ
け
も
ひ
と
を
も
花
は
さ
こ
そ
み
る
ら
め
（
下
）

〈
同
〉
さ
こ
そ
み
る
ら
め
（
多
・
戊
・
葦
／
25
）

〈
異
〉
い
か
ゝ
み
る
ら
む
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
）
34
（

）
―
いさ

こ

そ

見
る

ら

め

か
ゝ
見
る
ら
ん
（
山
）
―
い
か
か
お
も
は
む
（
1
）
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＊
『
拾
遺
集
』
巻
二
十
、「
さ
こ
そ
見
る
ら
め
」。

⑦
345
八
月
九
月
正
長
夜　

千
声
万
歳
無
止
時
（
下
）

〈
同
〉
止
（
山
／
5
）

〈
異
〉
了
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
戊
・
葦
／
14
）
―
了止
（
1
）
―
已
（
1
）
―
畢
（
2
）
―
休
（
1
）
―
畢止了
（
1
）

＊
『
白
氏
文
集
』
巻
十
九
、「
了
」。

⑧
375
銀
河
沙
漲
三
千
界　

梅
嶺
花
開
一
万
株
（
下
）

〈
同
〉
界
（
久
・
巻
・
戊
／
25
）

〈
異
〉
里
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
／
2
）
―
里界
（
山
）
―
眼
（
葦
）

＊
『
白
氏
文
集
』
巻
二
十
三
、「
里
」。

⑨
559
山
路
日
暮　

満
耳
者
樵
歌
牧
笛
之
声 
澗
戸
鳥
帰　

遮
眼
者
竹
煙
松
霧
之
色
（
下
）

〈
同
〉
暮
（
久
・
山
／
23
）

〈
異
〉
落
（
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
巻
・
多
・
戊
・
葦
／
1
）

＊
『
本
朝
文
粋
』
十
、「
暮
」。

以
上
の
下
絵
切
の
本
文
の
う
ち
、
後
代
の
書
写
本
と
の
同
文
例
に
つ
い
て
、
多
い
順
に
挙
げ
る
と
③
、
⑥
、
⑧
、
②
、
⑨
等
が
あ
る
。
⑥
「
さ

こ
そ
み
る
ら
め
」
は
、
片
桐
洋
一
氏
に
よ
り
「『
拾
遺
集
』『
拾
遺
抄
』
の
本
文
に
お
い
て
対
立
し
問
題
に
な
っ
て
い
た
本
文
」
で
あ
り
、
そ
こ
で
の

「
本
文
研
究
の
結
果
が
そ
の
ま
ま
〈
和
漢
朗
詠
集
〉
に
現
れ
て
い
る
本
文
だ
と
思
う
」
と
述
べ
ら
れ
、「
鎌
倉
期
写
本
」
の
本
文
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
）
35
（

。

ま
た
⑧
「
界
」
に
つ
い
て
は
、柿
村
重
松
氏
は
「
誤
冩
」
で
あ
る
と
説
か
れ
た
）
36
（

が
、川
口
久
雄
氏
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
の
頭
注
に
お
い
て
「
私

注
以
下
諸
本
〈
三
千
界
〉
に
作
る
。
三
千
里
と
す
る
と
平
面
的
。
三
千
大
千
世
界
と
す
る
と
深
み
が
ま
す
。
わ
が
国
の
人
は
後
者
に
解
し
た
ら
し
い
」
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と
注
さ
れ
た
）
37
（

。
下
絵
切
の
本
文
「
界
」
が
誤
写
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
改
訂
さ
れ
た
も
の
な
の
か
不
明
な
が
ら
、
柿
村
氏
が
「
集
註
に
は
三
千

界
と
あ
る
。
謡
曲
空
也
に
も
三
千
界
と
あ
る
か
ら
、
當
時
は
已
に
一
般
に
か
く
變
じ
て
居
た
と
見
え
る
）
38
（

」
と
述
べ
た
ご
と
く
、
後
世
、
下
絵
切
の

本
文
「
界
」
が
普
及
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る 

。

ま
た
⑨
「
暮
」
に
つ
い
て
は
堀
部
正
二
氏
に
よ
り
「
平
安
朝
後
期
よ
り
漸
次
変
形
転
訛
を
来
し
始
め
た
朗
詠
集
本
文
の
過
渡
的
相
貌
」
と
評
さ
れ

た
事
例
の
一
つ
で
あ
る
）
39
（

が
、
平
安
時
代
書
写
本
中
、「
暮
」
は
十
二
世
紀
の
書
写
と
さ
れ
る
下
絵
切
・
久
松
切
・
山
城
切
に
し
か
見
出
し
得
な
い

本
文
で
あ
る
。

下
絵
切
と
十
二
世
紀
書
写
本
と
の
同
文
例
が
後
代
の
書
写
本
に
普
及
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
が
、
以
下
述
べ
る
題
に
つ
い
て
も
同
様
な
こ
と

を
指
摘
し
得
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
は
百
余
り
に
部
類
分
け
さ
れ
、
そ
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
に
立
て
ら
れ
た
題
の
下
、各
詩
歌
句
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

巻
上
「
冬
」
の
題
の
う
ち
、「
氷
付
春
氷
」
の
ご
と
く
、「
氷
」
の
下
に
、
小
字
に
て
付
記
さ
れ
て
い
る
「
春
氷
」
が
下
絵
切
・
山
城
切
・
戊
辰
切
で

は
本
文
中
、
独
立
し
た
一
題
目
と
し
て
立
項
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
春
氷
」
に
つ
い
て
堀
部
氏
は
「
後
世
的
な
要
素
」
と
述
べ
ら
れ
た
）
40
（

。

そ
れ
を
踏
ま
え
、
後
代
の
書
写
本
を
取
り
上
げ
、
当
該
箇
所
に
お
け
る
目
録
）
41
（

中
の
題
と
そ
れ
に
対
応
す
る
本
文
中
の
題
に
つ
い
て
、
そ
の
異

同
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
（
書
写
内
容
、
及
び
当
該
事
項
を
有
す
る
伝
本
の
数
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
）。

【
題
「
氷
」・「
春
氷
」
等
を
有
す
る
伝
本
数
】

題

目
録
中
（
伝
本
数
）
本
文
中
（
伝
本
数
）

氷
付
春
氷

23

2

氷
付
春
水

2

0

氷
付
春
氷　

春
氷

1

17

氷
付
春
水　

春
氷

0

1

氷
付
春
水　

春
水

0

1

氷　
　
　　

春
氷

0

6
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本
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
本
文
中
、「
春
氷
」
が
立
項
さ
れ
て
い
る
伝
本
数
は
二
四
本
で
あ
る
。
元
来
、
付
項
目
で
あ
っ
た
は
ず
の
「
春
氷
」
が
本

文
中
、
独
立
し
て
い
る
の
は
、
補
筆
）
42
（

を
除
く
と
平
安
時
代
書
写
本
で
は
下
絵
切
・
山
城
切
・
戊
辰
切
の
三
本
の
み
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
事
象
は

後
代
の
諸
伝
本
で
は
多
く
見
ら
れ
た
。

一
方
、
小
松
茂
美
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
（
本
節
中
、
既
述
し
た
）
延
慶
本
・
為
氏
本
と
下
絵
切
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
近
し
さ
が
窺
わ
れ

る
事
例
も
確
認
さ
れ
る
。
本
節
中
、「
雲
紙
本
類
と
粘
葉
本
類
と
が
同
文
で
あ
り
、
そ
の
本
文
が
下
絵
切
と
異
な
る
場
合
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ

た
際
、
下
絵
切
と
十
二
世
紀
書
写
本
と
の
同
文
箇
所
を
挙
げ
た
が
、
例
え
ば
そ
の
事
例
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
下
絵
切
は
そ
の
う
ち
の
②
・
③
・

④
・
⑥
・
⑧
・
⑨
が
延
慶
本
と
同
文
で
あ
り
、
②
・
③
・
④
・
⑤
・
⑧
・
⑨
が
為
氏
本
と
同
文
で
あ
る
（
な
お
、
⑥
・
⑦
の
詩
歌
句
は
為
氏
本
に

は
見
当
た
ら
な
い
）。

し
か
し
な
が
ら
、
下
絵
切
と
両
本
と
の
間
に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
文
も
あ
る
。

下
絵
切
（
略
号
：
下
）、
延
慶
本
（
略
号
：
延
）
の
順
に
当
該
本
文
を
挙
げ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
207
け
ふ
をソ

トお
も
へ
は
（
下
）‐
け
ふ
と
お

も
へ
は
（
延
）、
227
俗
（
下
）‐
蜀
（
延
）、
238
わ
か
ひ
と
り
〇カモ
ぬ
る
（
下
）‐
ひ
と
り
か
も
ね
ん
（
延
）、
341
晩
（
下
）‐

暖　晩
イ
（
延
）、
345
歳
（
下
）‐
声

（
延
）、
345
止
（
下
）‐
已
（
延
）、
390
み
き
は
ま
さ
れ
り
（
下
）‐
み
き
は
ま
さ
れ
る
（
延
）、
558
鷺
（
下
）‐
鷗
（
延
）。

次
に
下
絵
切
、
為
氏
本
（
略
号
：
為
）
の
順
に
当
該
本
文
を
挙
げ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
137
始
（
下
）‐
初
（
為
）、
138
寒
（
下
）‐
康
（
延
）、

140
初
（
下
）‐
誤
（
為
）、
197
こ
ゑ
は
き
こ
ゆ
る
（
下
）‐
な
く
こ
ゑ
は
す
る
（
為
）、
210
暁
（
下
）‐
晩
（
為
）、
302
風
（
下
）‐
塵
（
為
）、
305
も
み
ち
し

に
け
り
（
下
）‐
い
ろ
つ
き
に
け
り
（
為
）、
375
開
（
下
）‐
排
（
為
）。

下
絵
切
に
は
雲
紙
本
類
、
粘
葉
本
類
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
の
混
在
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
十
二
世
紀
の
書
写
と
さ
れ
て
い
る
諸
伝
本
と
下
絵
切
と

の
同
文
箇
所
も
確
認
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
後
代
の
書
写
本
と
一
致
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
判
明
し
た
。
し
か
し
延
慶
本
・
為
氏
本

が
下
絵
切
と
近
い
関
係
に
あ
る
と
い
う
所
説
に
つ
い
て
は
首
肯
し
難
い
。
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四

堀
部
正
二
氏
に
よ
り
「
恐
ら
く
鎌
倉
時
代
に
普
く
行
は
れ
勢
力
を
有
つ
て
ゐ
た
の
は
菅
家
系
統
の
伝
本
」
で
あ
る
こ
と
、
鎌
倉
期
の
書
写
本
の

中
に
は
菅
原
家
の
訓
釈
を
注
し
た
も
の
が
甚
だ
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
）
43
（

、
当
代
、
菅
家
本
の
勢
力
大
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
下
絵
切
が
「
菅
家
所
伝
本
に
密
接
な
一
本
」
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
判
断
し
得
な
い
。
確
か
に
後
代
の
伝
本
に
影
響
を
与
え
た
と

推
測
す
る
が
、
延
慶
本
・
為
氏
本
は
そ
の
中
の
一
本
に
過
ぎ
ず
、
延
慶
本
・
為
氏
本
が
下
絵
切
と
特
段
近
い
関
係
に
あ
る
と
い
う
結
論
は
得
ら
れ

な
か
っ
た
。

下
絵
切
に
は
十
一
世
紀
中
葉
の
書
写
と
さ
れ
る
雲
紙
本
類
、
粘
葉
本
類
の
本
文
の
混
在
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
十
二
世
紀
の
書
写
と
さ
れ
る
伝

本
（
久
松
切
・
巻
子
本
・
山
城
切
・
戊
辰
切
・
葦
手
本
等
）
と
の
同
文
箇
所
も
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
後
代
、
普
及
し
た
も
の
が
あ
る
と

い
う
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

本
節
中
、
指
摘
し
た
白
居
易
の
句
「
誰
家
思
婦
擣
秋
帛　

月
苦
風
凄
砧
杵
怨
」、
及
び
本
文
中
の
題
「
春
氷
」
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
原
本
に
は

存
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
既
に
先
学
の
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
平
安
時
代
の
書
写
と
さ
れ
る
諸
伝
本
中
、
下
絵
切
の
み

が
有
し
、
後
者
は
下
絵
切
・
山
城
切
・
戊
辰
切
が
有
す
る
。
そ
の
事
象
は
多
く
の
後
代
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
書
写
本
に
確
認
さ
れ
た
。
本
調
査
結

果
か
ら
下
絵
切
の
類
が
後
代
へ
与
え
た
影
響
の
一
端
に
つ
い
て
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
下
絵
切
に
は
多
く
の
誤
写
が
存
す
る
も
の
の
、
そ
の

書
は
実
に
個
性
的
で
あ
り
、
類
例
が
な
い
こ
と
に
加
え
、
平
安
時
代
書
写
本
の
う
ち
、
形
態
・
本
文
に
お
い
て
過
渡
期
に
位
置
す
る
と
い
う
点
に

お
い
て
そ
の
資
料
的
価
値
は
高
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

注（
1
）
堀
部
正
二
編
著
『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』﹇
昭
和
56
年  

大
学
堂
書
店
﹈
36
頁
。
な
お
、
同
書
に
よ
る
と
下
絵
切
は
「
鳥
の
子
紙
に
金
銀
切
箔
を
極
め
て
少
な

く
撒
い
た
上
に
、
銀
泥
で
蝶
鳥
草
木
等
を
描
い
て
下
絵
」
と
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
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（
2
）
前
掲
書
（
注
1
）、
312
・
313
頁
。

（
3
）
久
曽
神
昇
著
『
仮
名
古
筆
の
内
容
的
研
究
』﹇
昭
和
55
年  

ひ
た
く
書
房
﹈
189
・
190
頁　
　

（
4
）
前
掲
書
（
注
1
）、
313
頁
。

（
5
）
小
松
茂
美
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
四
巻
﹇
平
成
2
年  

講
談
社
﹈
369
〜
372
頁

（
6
）
黑
木
安
雄
編
『
書
苑
』
十
巻
四
号
﹇
大
正
8
年
8
月  

法
書
會
﹈・『
栗
山
家
愛
蔵
品
入
札
目
録
』﹇
昭
和
10
年
2
月  

東
京
美
術
倶
楽
部
﹈・
古
筆
学
研
究
所

編
『
過
眼
墨
宝
選
集
』
1
﹇
昭
和
62
年  

旺
文
社
﹈・『
過
眼
墨
宝
選
集
』
5
﹇
平
成
元
年  

旺
文
社
﹈・
古
谷
稔
監
修
『
古
筆
手
鑑 

披
香
殿 

下
』﹇
平
成
11
年  

淡
交
社
﹈

（
7
）
393
〜
396
に
つ
い
て
は
、『
古
筆
学
大
成
』
に
は
釈
文
の
み
の
掲
載
（
図
版
、
未
所
収
）
の
た
め
、
本
調
査
の
対
象
外
と
す
る
。

（
8
）
344
の
次
に
位
置
す
る
「
誰
家
思
婦
擣
秋
帛　

月
苦
風
凄
砧
杵
怨
」
を
指
す
。
当
該
句
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
無
く
無
番
号
。『
新
編
国
歌
大
観
』
に
無
く

無
番
号
の
詩
歌
句
の
番
号
に
つ
い
て
、
以
下
、
当
該
句
の
場
合
と
同
様
に
「
の
次
」
と
し
て
示
す
。
な
お
当
該
句
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
番
号
に
従
う
と
、

344
の
次
に
位
置
し
て
い
る
。
し
か
し
344
の
次
に
は
題
「
擣
衣
」
が
存
す
る
。
当
該
句
は
下
絵
切
で
は
「
擣
衣
」
の
中
の
冒
頭
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
前
の
題
「
霧
」
に
配
さ
れ
て
は
い
な
い
。

（
9
）
当
該
句
は
下
絵
切
に
書
さ
れ
て
い
る
詩
句
を
翻
字
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
下
絵
切
が
当
該
句
を
有
す
る
場
合
は
下
絵
切
の
詩
歌
句
を
翻
字
す
る
が
、

下
絵
切
に
存
し
な
い
場
合
は
各
項
の
冒
頭
に
挙
げ
た
伝
本
の
詩
歌
句
を
翻
字
す
る
。
ま
た
行
間
、
及
び
欄
外
に
本
行
よ
り
も
小
字
に
て
書
さ
れ
て
い
る

場
合
も
本
行
の
も
の
と
区
別
し
な
い
こ
と
と
す
る
。
以
下
、
同
。

（
10
）
錯
簡
、
落
丁
に
よ
る
場
合
、
及
び
断
簡
等
に
よ
り
無
い
も
の
は
本
調
査
の
対
象
外
と
す
る
。
以
下
、
同
。

（
11
）
138
と
139
は
別
の
断
簡
に
位
置
す
る
た
め
、
138
と
139
の
順
、
不
明
。

（
12
）
近
年
の
研
究
成
果
と
し
て
は
惠
阪
友
紀
子
「『
和
漢
朗
詠
集
』
の
享
受
―
詩
歌
の
増
補
と
大
江
匡
房
―
」（『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
研
究
叢
書 

第
5

号 

日
本
言
語
文
化
の
「
転
化
」』﹇
平
成
29
年  

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
﹈
所
収
）
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
も
本
項
に
つ
い
て
の
指
摘
は
見
ら
れ
な
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い
。

（
13
）
山
田
孝
雄
校
訂
『
倭
漢
朗
詠
集
』﹇
昭
和
14
年  

岩
波
書
店
﹈
15
頁

（
14
）
謝
思
煒
校
注
『
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書　

白
居
易
詩
集
校
注
』
第
四
冊
﹇
平
成
18
年  

中
華
書
局
﹈
に
拠
る
。

（
15
）
当
該
句
の
位
置
に
つ
い
て
、
専
修
本
で
は
345
の
次
、
国
会
本
で
は
350
の
次
、
正
安
本
で
は
346
の
次
（
小
字
に
よ
る
欄
外
の
書
き
込
み
）
で
あ
る
。

（
16
）
た
だ
し
、
為
氏
本
で
は
当
該
句
、
及
び
そ
の
近
辺
が
脱
落
し
て
お
り
、
未
確
認
。

（
17
）
本
書
、
24
〜
26
頁
。

（
18
）
本
稿
中
、
翻
字
の
際
、
判
読
不
可
能
な
文
字
に
つ
い
て
は
「
■
」
を
用
い
て
示
す
。

（
19
）
前
掲
書
（
注
1
）、
36
頁
。

（
20
）「
新
」
か
。
判
定
し
得
な
い
文
字
に
つ
い
て
は
以
下
、
同
様
な
表
記
と
す
る
。

（
21
）
雲
紙
本
、「
俗
」
の
右
に
本
文
と
は
別
人
の
手
に
よ
る
傍
書
「
蜀
」
が
あ
る
。

（
22
）『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』
の
略
称
。
当
該
書
は
山
内
潤
三
・
木
村
晟
・
杤
尾
武
編
『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』﹇
昭
和
57
年  

新
典
社
﹈
に
拠
る
。
以
下
、
同
。

（
23
）
以
下
、
勅
撰
集
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
私
家
集
は
『
私
家
集
大
成
』
に
拠
り
、
私
撰
集
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。

（
24
）
宮
内
庁
書
陵
部
編
『
図
書
寮
叢
刊
』﹇
昭
和
42
年  

養
徳
社
﹈
に
拠
る
。

（
25
）
久
松
潜
一
校
『
公
任
歌
論
集
』
第
四
九
冊
﹇
昭
和
2
年  

古
典
文
庫
﹈
に
拠
る
。

（
26
）『
過
眼
墨
宝
選
集
』
1
（
40
頁
）
で
は
「
看
」
と
翻
字
。

（
27
）
前
掲
書
（
注
17
）
に
お
い
て
指
摘
し
た
。
163
頁

（
28
）
大
曾
根
章
介
・
金
原
理
・
後
藤
昭
雄
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
27
﹇
平
成
4
年  

岩
波
書
店
﹈
に
拠
る
。
以
下
、
同
。

（
29
）﹇
清
﹈
彭
定
求
等
編
『
全
唐
詩
』﹇
昭
和
35
年  

中
華
書
局
﹈
に
拠
る
。

（
30
）『
古
筆
学
大
成
』
第
一
四
巻
（
352
頁
）
で
は
「
空
」
と
翻
字
。
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（
31
）
伊
予
切
、「
風
」
の
右
に
本
文
と
は
別
人
の
手
に
よ
る
傍
書
「
塵
イ
」
が
あ
る
。

（
32
）
雲
紙
本
、「
塵
」
の
右
に
本
文
と
は
別
人
の
手
に
よ
る
傍
書
「
風
」
が
あ
る
。

（
33
）
川
口
久
雄
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
72
﹇
昭
和
41
年  

岩
波
書
店
﹈
に
拠
る
。

（
34
）
久
松
切
、「
い
か
ゝ
」
の
右
に
別
人
の
手
に
よ
る
と
思
し
き
傍
書
「
さ
こ
そ
」
が
あ
る
（『
古
筆
学
大
成
』
第
一
三
巻
〈
428
頁
〉
参
照
）。

（
35
）
陽
明
文
庫
編
集
『
陽
明
叢
書 

国
書
篇 

第
七
輯 

和
漢
朗
詠
集
・
新
撰
朗
詠
集
』﹇
昭
和
53
年  

思
文
閣
出
版
﹈
10
頁

（
36
）
柿
村
重
松
著
『
和
漢
朗
詠
集
考
證
』﹇
昭
和
48
年  

藝
林
舎
﹈
322
頁

（
37
）
川
口
久
雄
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
73
﹇
昭
和
44
年  

岩
波
書
店
﹈
143
頁

（
38
）
柿
村
重
松
註
『
倭
漢
新
撰
朗
詠
集
要
解
』﹇
昭
和
6
年  

目
黒
書
店
﹈
57
頁

（
39
）
前
掲
書
（
注
1
）、
323
頁
。

（
40
）
前
掲
書
（
注
1
）、
283
頁
。

（
41
）
伝
本
の
中
に
は
巻
頭
の
内
題
の
次
に
、
部
類
名
・
題
の
一
覧
を
有
す
る
も
の
が
存
す
る
。
そ
の
一
覧
の
こ
と
を
目
録
と
仮
称
す
る
。

（
42
）
久
松
切
、「
春
氷
」
が
本
題
目
と
し
て
補
筆
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
補
筆
は
別
人
の
手
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
（『
古
筆
学
大
成
』
第
一
三
巻
〈
428
頁
〉
参
照
）。

（
43
）
前
掲
書
（
注
1
）、
33
・
310
頁
。

﹇
謝
辞
﹈

資
料
の
閲
覧
、
調
査
に
際
し
、
左
記
の
各
所
蔵
機
関
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

尊
経
閣
文
庫　

西
尾
市
岩
瀬
文
庫　

大
東
急
記
念
文
庫　

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館　

宮
内
庁
書
陵
部　

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫

本
節
中
、
引
用
し
た
漢
籍
の
出
典
に
つ
い
て
ご
教
示
頂
き
ま
し
た
片
倉
健
博
氏
（
日
本
大
学
）
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。




